
とっとりフォーラム 2４ 

あいサポート  

 
 

 

“A.R.E.”（インクルーシブシティ）をめざして！！ 
鳥取県発「あいサポート運動」も今年で１５年を迎えます。鳥取県はこの間、広角視点であらゆ

る側面からあいサポート運動の普及･啓発に努力しています。 

今年のフォーラムは「人権」を根底に共に生きることを当たり前とした“すばらしき世界”を描

けたら、平和の核になると信じます。今年も反省なくやっぱり欲張り企画となりました。 

   “お正月はとっとりで！”お待ちしています。 

プ ロ グ ラ ム    

≪ 令和６年１月６日（土）≫ 会場：米子コンベンションセンター国際会議室 

9:00 – 9:30    オープニングセレモニー♪ ぴょんぴょん♪ 華やかにフォーラムスタート                                                                  

        障がいのあるなしにかかわらず、共に大きく跳ねましょう！“うさぎダンス”で大歓迎 

歓迎のごあいさつ 伊木 隆司（米子市長） 

9:30 – 10:40  「本は心の架け橋」                               

        幼少期に生母は家族をおいて家を出るという衝撃と父親の再婚により３歳ごろから厳し

い虐待の日々、入浴もままならず、空腹や「くさい、不潔」と虐められ壮絶な日々の中、

唯一救ってくれたのは本を読むことで広がる世界に救われたと語られる。沢山の著名作品

を執筆、出版、講演活動と忙しい日々を過ごされています。素敵な笑顔とやさしさ、芯の

強さにとても感動します。 

            ゲスト    村上しいこ（児童文学作家） 

10:40 – 10:50 休 憩 

10:50 – 11:50  行政説明「新しい年の障害福祉～もしかして報酬改定も聞けるかも！！」                                 

「だれひとり取り残さない」複雑な世の中、切れ目ない支援が･･･人材不足をどうする？ 

新しい年度の福祉動向・議論されている報酬改定（日本一早く）大きなお年玉になるか

も！？新年度事業計画に必須の講座です。（なかったらごめんなさい） 

ゲスト    伊藤 洋平（厚生労働省社会･援護局 障害保健福祉部 障害福祉課長） 

11:50 – 12:40 休 憩 

12:40 - 13:55   「新しい時代の 新しい福祉を切り開いた一番バッターが語る」                                        

中島さんの功績をここに！平成７年の「障害者プラン」は施設福祉から在宅福祉への幕開

けでした。同年、滋賀県で地域療育拠点施設事業のコーディネーターに就任。「一人の不安

を一人だけの不安にしない」をスローガンにネットワーク型の相談支援の実践にご尽力。

それは今日につながる分野横断型重層的支援体制整備の原型の取り組みでもありました。 

ゲスト      中島 秀夫（日本相談支援専門員協会名誉顧問） 

         大平眞太郎（社会福祉法人グロー法人事務局福祉事業部長･滋賀県障害者自立支援協議会事務局長） 

玉木 幸則（日本相談支援専門員協会顧問･内閣府障害者政策委員会委員） 

   進 行     浦田 等流（相談支援センターあかり管理者） 



13:55 - 14:55 「人を排除せず 包括し受け入れる社会へ」（企画：あいサポートアートセンター）                                   

             文化芸術活動には、我々が目指すインクルーシブな社会の実現へ向けてのヒントがたくさ

んあると感じます。いろいろな視点から取り組みを伺い、障がい者芸術の広がりを共感し

よう！！ 

          ゲスト       渡部幸太郎（（株）山陰パナソニック代表取締役社長） 

                 石川 誠規  （（株）シュハリ･アートデザインプロダクション代表取締役） 

          進 行    水田 美世 （元学芸員･ウェブマガジン「トット」編集長） 

14:55 - 15:05  休  憩 

15:05 – 16:05  「気になる子の 活きる クラスづくりを」                                                                 

現在長野を拠点に保育･教育･福祉をつなぐ講演活動を全国視野に奔走されている講師で

す。元祖は「地域福祉推進」で福祉の場面の常連の顔でした。が、今その全勢力を保育に

猛烈エンジン全開で熱いお話を。またの名を「福祉の吉本興業」と囁かれる講師と楽しく

学べます。なりふり構わず強引にアタックし実現しました。とても大切なお話を聞こう！ 

ゲスト    福岡 寿（日本相談支援専門員協会名誉顧問） 

16:05 – 17:25  ファイナルはスペシャルゲストによる「クローズアップ現代 日本･福祉」                          

今世界はどうなっているのか 環境問題 分断 孤独 戦争 ･･･２０４０年問題目前にして  

私たち福祉も仕方なくギアに手を付ける時が？ 何が必要とされ何を削り何を創っていく

のか、ステージとフロアも試行を巡らせながらこの難儀さを生きるに向かうエネルギーが

沸き上がると思います。みんなで幸せにつなぐファイナルにしよう。 

ゲスト    衛藤 晟一（参議院議員･元一億総活躍担当大臣） 

                 山本 博司（参議院議員･元厚生労働副大臣） 

                 久保 厚子（全国手をつなぐ育成会連合会顧問･前会長） 

                 平井 伸治（鳥取県知事） 

          進 行       広江 研 （社会福祉法人こうほうえん会長） 

17:45 – 19:45   交 流 会  ゲスト、参加者とともに 

       定  員   ３０名  （先着 30 名、事前申込のみとさせていただきます。） 

会   場      ル・ポルト（米子コンベンションセンター内） 

参 加 費     6,000 円 
  

≪同時開催≫ 子どもの心に関する理解啓発講演会 

「井田幸昌」現代美術のワークショップ & トークショー 

子どもたちと一緒に絵を描き、アートやこれまでの軌跡を振り返る 

日 時：令和６年１月６日（土） 13:00 – 15:30 

会  場：米子コンベンションセンター 情報プラザ 

申 込：別途申し込みが必要です （0859-38-6775）申込フォーム 

主催 鳥取大学医学部付属病院 脳神経小児科 子どもの心の診療拠点病院推進室 

 



≪ 令和６年１月７日（日）≫ 会場：米子コンベンションセンター国際会議室 

 

9:00 – 10:00    障害のある方の「地域移行」を考える                         

障がいのある方の病院や施設からの地域移行には、なかなか難しいハードルや課題が多い

のも現状。障がいのある方が、地域社会で安心して暮らすために、どのように環境を整え、

支援体制を構築していけばいいのか。厚労省から専門官をお招きし、全国の動きや他県の

事例も踏まえながら、考えていく時間にしましょう。 

ゲスト       金川 洋輔 （厚生労働省社会･援護局 障害保健福祉部 障害福祉課 

地域移行支援専門官） 

中野淳太郎（鳥取県福祉保健部ささえあい福祉局 障がい福祉課長） 

             進 行    広江 仁  （社会福祉法人養和会理事長） 

10:00 - 11:10  インクルーシブ（発達障害と共に）                             

           「差別のない社会を作る･インクルーシブ教育」～誰の言葉にも同じだけの価値がある～ 

小６でアメリカに渡り、その後筑波大にて多様な子供が共に学ぶインクルーシブ教育につ

いて研究。その後小学校講師を経て、（株）LITALICO 研究所長として多様な分野で活躍

中。経産省、文科省、日本 LD 学会国際委員など活躍中。 

ゲスト     野口 晃菜 （インクルーシブ研究者･博士（障害科学）） 

11:10 - 11:20  休  憩 

11:20 – 12:10  市民公開講座「てんかんのある人たちの包括的支援と自己決定の重要性」          

            公益社団法人日本てんかん協会鳥取県支部主催(鳥取県てんかんのある方の支援者研修事業) 

◆この講座のみの参加希望者は参加費無料です。 

    講演者 1「新しい視点で見る研究報告とドイツベーテルのレポート」 

荒井 勇人（鳥取大学医学部脳神経小児科医） 

講演者２ 「交通事故後遺症てんかんと共に生きる人生への挑戦「家族との生活とともに」」 

K･M    （大阪府立高槻北高等学校 実習教員･２児の父親） 

         座 長    前垣 義弘（鳥取大学医学部脳神経小児科教授） 

12:10 – 12:50  ファイナル記念講演「年頭所感」困難な時代の強い福祉                                

コロナに始まり物資の不足、争い等々社会のムーブメントは困難を極めています。福祉も

また行動制約、閉鎖的な環境等社会との断絶マスク等々･･･コロナ禍みんな頑張りました。

不気味さは残っていますがコロナと戦う最盛期の混乱中、国からの福祉現場へ理解と支え

は現場にとって大きな力となりました。弱者を支え、生活を守り共に生きる強い福祉を直

接現地対面でお話を伺います。新年度の力強いスタートに期待します。 

ゲスト    大島 一博（厚生労働事務次官） 

 

 

 

 

 

 

[後援予定]鳥取県・鳥取労働局・米子市・境港市・鳥取市・倉吉市・鳥取県町村会・鳥取県教育委員会・

米子市教育委員会・鳥取県社会福祉協議会・鳥取県共同募金会・鳥取県手をつなぐ育成会・鳥取県知的障

害者福祉協会・とっとりコンベンションビューロー・日本てんかん協会鳥取県支部・ＮＨＫ鳥取放送局・

ＢＳＳ山陰放送・日本海テレビ・山陰中央テレビ・中海テレビ放送・新日本海新聞社・山陰中央新報社・

朝日新聞鳥取総局・毎日新聞鳥取支局・読売新聞鳥取支局（順不同・敬称略） 



開 催 要 項 

お申し込み 

 

日  時   202４年（令和６年）1 月６日（土）、７日（日） 

場  所   米子コンベンションセンター 国際会議室（米子市末広町 294／ TEL 0859-35-8111） 

方  法   本フォーラムは会場参加のみで開催します。 

 

 

下記の参加申込書に必要事項をご記入のうえ、FAX または E-mail にてお申し込みください。 

※参加申込書に記載された個人情報については、本フォーラムの参加受付及び次回開催案内送付に利用します。 

それ以外の目的には使用いたしません。 

定  員   ３00 名     会場の都合により、定員となり次第受付を終了とさせていただきます。 

申込期日    202３年 12 月 2５日（月） 

参 加 費    5,000 円  一日のみ参加、両日参加も同じとさせていただきます。 

申込受理   参加申込受理後、FAX または E-mail にて受付番号および参加費用振込先をご案内いたします。 

【交流会の開催】 

定  員   ３0 名       先着３０名、事前申込のみとさせていただきます。 

日  時   202４年 1 月６日（土）17:45～ 

会  場     ル・ポルト（米子コンベンションセンター内） 

参 加 費     6,000 円 

 

◆FAX 0859-28-8899（もみの木福祉会）  ◆E-mail info@akari-hiroba.jp（あかり広場） 

【参加申込書】（不足する場合はコピーしてご使用ください） 

氏 名［ふりがな］ 所 属 連絡先［住所および TEL＆FAX］ 
交流会申込

の場合〇 

［ふりがな］ 

 

 

 送付先住所 

 

TEL            FAX 

 

［ふりがな］ 

 

 

 送付先住所 

 

TEL            FAX 

 

［ふりがな］ 

 

 

 送付先住所 

 

TEL            FAX 

 

※当日ご欠席された場合は参加費の返金は出来かねますことご承知ください。 

※宿泊は各自でご用意ください。駐車場は会場（米子コンベンションセンター）隣の米子駅前簡易駐車場 

をご利用下さい。参加者は無料となります。 

 

 

 

 

 

主 催：福祉フォーラム実行委員会
主 管：ＮＰＯ法人あかり広場・社会福祉法人もみの木福祉会 
事務局：〒683-0103 鳥取県米子市富益町 4660 番地 もみの木園内フォーラム事務局（宮本・北野） 
                 ＴＥＬ 0859-28-8470  ＦＡＸ 0859-28-8899 
本 部：〒683-0001  鳥取県米子市皆生温泉 2-2-8 ＮＰＯ法人あかり広場 
              ＴＥＬ 0859-35-0505  ＦＡＸ 0859-35-0505 


